
Ⅱ ハードウェア編

１. 一般事項

１－１ 電源仕様

電源電圧 5V～5.15V 24V±10%

SLM-4000 0.6A 203.3mA(入力回路 全ON)+外部駆動 ※1

AS-700のみ ※2 (入力回路)

※1 24V電源容量は、ユーザのI／O回路によります。

◆1.4

※2 外部PGへAS-700経由で5Vを供給する場合は、その分を別途考慮下さい。

◆1.5

〔注〕５Ｖ電源が４.８以下の場合に、停電処理（ＮＭＩ処理）が走らず、バックアップ

メモリエラーが発生することがあります。

瞬停 ５Ｖ電源が ４.８Ｖ以下に下がると停電処理によりＳＬＭのソフトウェアは

停止します。(サーボ電源及び指令もOFFになります。)

瞬停の場合で下図のＡのような場合、ＳＬＭのＣＰＵへのリセットが発生せず、

停止状態のままで、ハングアップすることがあります。

ユーザ殿回路にて電源シーケンスを準備するか、ＳＬＭの「READY出力」を監視す

る方法を推奨します。

Ａ．ＣＰＵに対して、リセット発生せず。

(ハングアップ)

Ｂ．ＣＰＵのリセット発生して、再起動

されます。(正常)

１－２ 寸法と重量

形 式 寸 法(mm) 重 量

ＡＳ－７００ 230×100×15 155g
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１－３ 設置上の注意事項

● 振動がないこと

● 周囲温度 ０゜Ｃ～55゜Ｃ

● ＰＣＢの直近に強力な磁気／静電誘導がないこと。特に、強電回路や大きな電流の

流れる配線が、ＰＣＢの直近を通らないように配慮下さい。

(ＰＣＢ：Ｐrinted Ｃircuit Ｂoard の一般名称ですが、当社ｺﾝﾄﾛｰﾗﾎﾞｰﾄﾞと解釈下さい)

１－４ ノイズ対策とシールド処理

ケーブルのシールドのアース処理については、以下の方針で行って下さい。

【基本方針】

● ＳＬＭ側の0Vは浮かす。(アースに落とさない)

● シールドやＦＧ(フレームグランド)は、相手機器側で落とす。

制御盤には、アースプレートを設置して、サーボアンプ、電源などのアースはこのアース

プレートへ落として、さらに１次側のアースへ接続して下さい。

◆1.5

ＰＣは、一般的に０Ｖがアースとコモンになっています。従って、ＰＣ接続している場合

には、ＰＣ側で接地されてしまいます。

RS-232C/USB通信が不安点になってしまう場合がありますので、ＰＣもアースから浮かせる

ようにしてください。（二股コンセントをつかう、筐体をアースとつながないなど）



２. 外形寸法と設置方法
◆1.2,1.4

２－１ ＡＳ－７００コントローラボード

CN6
USB通信
(オプション)

FLEX(FPGA)

SHCPU

DSW1

CN1サーボ ４軸シ リ アルポー ト電源

CN5

CN5A
CN3

CN2 Ｉ ／Ｏ

LED1

5

5

5

5

5

5

5

5

２ ３ ０

２ ２ ０

１ ４ ６ ８ ４

PCB取付穴(φ3.5)
M3ﾅｯﾄ(6mmφ) L:4mm以上で受けて下さい 。

Ｕ Ｓ Ｂ オプシ ョ ン

最大高さ （ 基板裏面よ り ）
Ｕ Ｓ Ｂ基板実装時 ２ ７mm

Ｕ Ｓ Ｂ基板未実装時 １ ２mm
（ な しの時 ）
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２－２ ＡＳ－２３２の接続と設置

(１) ＡＳ－２３２の外観 ◆2.1

(２) 取付板金加工図

◆1.1､1.2

(３) ＡＳ－７００ ＣＮ５／ＣＮ５Ａ ＡＳ２３２ ＣＮ１ ケーブル【CB-C-012-00】

5V
1 1

AS-700 TXD AS-232
2 2

CN5/CN5A RTS CN1
3 3

ｹｰﾌﾞﾙ側ｺﾈｸﾀ RXD ｹｰﾌﾞﾙ側ｺﾈｸﾀ
4 4

日圧 H6P-SHF-AA 0V 日圧 H6P-SHF-AA
5 5

ｺﾝﾀｸﾄ BHF-001T-0.8BS CTS ｺﾝﾀｸﾄ BHF-001T-0.8BS
6 6

1ｍ以下

ＣＮ5 (SIO-1)オプション(シーケンサリンク 等) ※ ケーブル長 ０.５ｍ以下

ＣＮ5Ａ(SIO-2)セッティングＰＣ用(通常使用) この信号は、５Ｖ系の信号です。

ノイズ源からは、はなして下さい。

1

（D SUB ｺﾈｸﾀ）

5 5
45

コネクタ面

φ3.5

部品面

1

1 6

M3 ﾎﾞﾙﾄ L=10mm

取付用板金

ｽﾍﾟｰｻ
L=7mm

M3 ﾅｯﾄ

※CN1

※ CN1でAS-700(SLM) CN5/CN5A

と接続します。

CN1

DSUB 9P
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２－３ ＵＳＢアダプタの接続と設置

(１) ＵＳＢアダプタ ＡＳＵＳＢ-７００

ＡＳ７００ボードへの固定

(２) ＵＳＢケーブル

市販のＵＳＢケーブルを購入下さい。

ＡＳＵＳＢ－７００は、ターゲット側のコネクタです。 (Ｂタイプ)

購入の場合の一般名称

ＵＳＢ１．１対応ケーブル Ａタイプ／Ｂタイプ （両端コネクタがＡタイプとＢタイプ）

◆1.1

※ 注意事項

ＵＳＢケーブル長：１.５～２ｍ程度で使用下さい。

ＵＳＢケーブルは、外力や振動で抜ける可能性があります。

ＵＳＢケーブルを適当な所で固定して下さい。（インシュロックなど）

(３) ＳＬＭの並列接続

ＵＳＢのＨＵＢを使うことで、１台のＰＣから複数のＳＬＭを同時に使用することができます。

ＨＵＢは市販のものを購入下さい。

ＵＳＢで通信異常が発生する場合、ＰＣ側のアースを浮かせてください。

注 記 導電性のテーブル上にノートＰＣを置く場合は、緩衝材のビニールシートなどを

敷いてください。

ＰＣ側の接地でノイズに弱くなる傾向があります。

Ａ Ｓ Ｕ Ｓ Ｂ－ ７ ０ ０

Ｕ Ｓ Ｂ コネク タ


